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平塚市職員の給与・定員管理等について  

 

１ 総括 

 

(1) 人件費の状況（普通会計決算）  

区  分 
住民基本台帳人口  

（令和 7年 1月 1日）  

歳  出  額  

(Ａ ) 

実質収支  

 

人  件  費  

(Ｂ ) 

人件費率  

(Ｂ／Ａ ) 

(参考 ) 
令和５年度  
の人件費率  

令  和  

６年度 

 人  

256,549 

千円  

107,390,503 

千円  

3,087,710 

千円  

16,918,280 

％  

15.7 

％  

17.0 

 

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）  

区  分 
 

職員数  

(Ａ ) 

給      与      費 （参考）  

１人当た

り給与費  

(Ｂ／Ａ ) 

(参考 ) 

類似団体

１人当た

り給与費  
給  料 職員手当 期末･勤勉手当 

計  

(Ｂ ) 

令  和  

６年度 

      人 

1,705 

千円  

6,239,363 

千円  

2,251,445 

千円  

3,147,222 

千円  

11,638,030 

千円  

6,826 

 

千円  

6,648 

 （注）１  職員手当には退職手当を含みません。  

     ２  職員数は令和７年４月１日現在の人数です。任期付短時間勤務職員等は含みません。  

    ３  給与費については、任期付短時間勤務職員等の給与費が含まれていますが、会計年度任用

職員は含みません。また、職員数には当該職員を含んでいません。  

 

(3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）  

 

（注）１  ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方公務員の給与水  

準を示す指数です。  

２  類似団体平均とは、類似団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。  
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(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について 
  ①給料表の見直し  

  ［  実施   未実施  ］  

 

実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容  

 

 

 

 

 

  ②地域手当の見直し  

実施内容（国基準における場合の支給割合及び本市支給割合）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
③その他の見直し内容  

 

 

 

 

  

（給料表の改訂実施時期）平成２８年１０月１日  

（内容）一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均１％引下げ。激変緩和

のため、３年６月（令和２年３月３１日まで）の経過措置（現給保障）を実施。  

 他の給料表については、一般行政職の給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。  

 

（支給割合）国基準１１％に対し、本市においては１６％を支給  

 R2 年度  

支給割合  

R3 年度  

支給割合  

R4 年度  

支給割合  

R5 年度  

支給割合  

R6 年度  

支給割合  

R7 年度  

支給割合  

国基準  

支給割合  
１０％  １０％  １０％  １０％  １０％  １１％  

平塚市  

支給割合  
１０％  １０％  １０％  １０％  １０％  １６％  
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況  

 

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和７年４月１日現在） 

  ①一般行政職  

区  分 平均年齢  平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額  

（国比較ベース）  

平 塚 市 42.7 歳 342,075 円  476,760 円 433,646 円 

神奈川県  42.5歳  329,834 円 445,821 円 391,360 円 

国 41.9 歳 332,237 円 ― 414,480 円  

類似団体  42.2歳 330,694 円 426,900 円 383,557 円 

  （注）１  「平均給料月額」とは、令和７年４月１日現在における職員の給料月額の平均です。  

     ２  「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時

間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において

明らかにされているものです。また、「平均給与月額 (国比較ベース )」は、国家公務員の

平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比

較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。  

 

②技能労務職  

（注）１  ※１、２は①一般行政職の（注）１、２と同じです。  

    ２  民間データは賃金構造基本統計調査において公表されているデータです。  

      清掃職員、用務員は全国平均、給食調理員は神奈川県の平均です。  

    ３  技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点にお  

いて完全に一致するものではありません。  

    ４  年収ベースの「平塚市（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれの平均給与月額  

を１２倍したものに、平塚市においては前年度支給された期末・勤勉手当を、民間において  

は前年度支給された年間賞与額を加えた試算値です。  

 

 

 

参考

平均年齢 職員数
平均給料月額

(※１）
平均給与月額（Ａ）

（※２）

平均給与月額

（国比較ベース）
対応する民間の類似職種 平均年齢 平均給与月額（Ｂ） Ａ／Ｂ

54.3歳 193人 361,212円 467,544円 433,577 円 - - - -
うち清掃職員 54.0歳 94人 358,032円 466,041円 430,429 円 廃棄物処理業（男女） 48.0歳 320,600円 1.45
うち用務員 54.9歳 56人 369,025円 482,039円 440,554円 他に分類されない運搬・清掃・包装等従事者 51.2歳 277,200円 1.74
うち給食調理員 50.7歳 8人 327,150円 413,657円 400,485円 飲食物調理従事者 43.5歳 296,500円 1.40
その他 55.0歳 35人 365,040円 460,708円 438,432円 - - - -

52.8歳 246人 300,781円 366,905円 347,575円 - - -
51.3歳 1,703人 294,567円 - 337,907円 - - -
51.8歳 104人 326,511円 393,896円 366,687円 - - -

民間（Ｄ） Ｃ／Ｄ
- -

うち清掃職員 4,376,300円 1.72
うち用務員 3,297,300円 2.38
うち給食調理員 3,730,000円 1.77

国
類似団体

年収ベース（試算値）の比較
参考

公務員（Ｃ）
-

7,542,316円
7,859,257円
6,590,163円

民間

区分

平塚市

平塚市

区分

神奈川県

公務員
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  ③教育職  

区  分 平均年齢  
平均給料月額  

（※１）  

平均給与月額  

（※２） 

平 塚 市 41.9 歳 356,220 円 474,381 円 

神奈川県  40.0 歳 358,704 円 436,221 円 

類似団体  40.7 歳 330,568 円  399,176 円 

  （注）１  平塚市は幼稚園教諭のみ。県は小・中学校の教育職の平均、類似団体は小・中学校、幼

稚園の教育職の平均となります。  

     ２  ※１、２は①一般行政職の（注）１、２と同じです。  

 

  ④医療技術職（歯科衛生士、栄養士等）  

区  分 平均年齢  
平均給料月額  

（※１） 
平均給与月額  

（※２） 
平均給与月額  

（国比較ベース）  

平 塚 市 45.8 歳 367,833 円 542,531 円  462,372 円  

国  46.6 歳 325,357 円  ―  368,522 円  

  （注）  ※１、２は①一般行政職の（注）１、２と同じです。  

 

  ⑤看護・保健職（保健師、助産師）  

区  分 平均年齢  
平均給料月額  

（※１） 
平均給与月額  

（※２） 
平均給与月額  

（国比較ベース）（※３） 

平 塚 市 39.8 歳 323,213 円 422,807 円  388,440 円  

国  48.2 歳 333,346 円  ―  375,323 円  

類似団体  38.6 歳 318,450 円  419,748 円  352,938 円  

  （注）  ※１、２は①一般行政職の（注）１、２と同じです。  

 

  ⑥消防職  

区  分 平均年齢  
平均給料月額  

（※１） 
平均給与月額  

（※２） 

平塚市 41.7 歳 352,668 円 493,474 円 

類似団体  39.7 歳 332,061 円  439,628 円  

  （注）  ※１、２は①一般行政職の（注）１、２と同じです。  
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(2) 職員の初任給の状況（令和７年４月１日現在） 

区     分 平 塚 市 神奈川県  国 

一般行政職 
大  学  卒 227,100 円 225,600 円 220,000 円  

高  校  卒 204,400 円 188,000 円 188,000 円  

消  防  職  
大  学  卒 239,200 円  ―  ―  

高  校  卒  216,200 円  ―  ―  

技能労務職  
２２歳  

(甲表 ) 
216,200 円 192,500 円 － 

教  育  職 
大  学  卒 227,100 円 252,000 円 ―  

短  大  卒  216,200 円  ―  ―  

企  業  職  

（医師等）  
医  大  卒  335,800 円  ―  ―  

企  業  職  

(医療技術職 ) 

大  学  卒 235,500 円  ―  ―  

短大３卒 232,400 円  ―  ―  

企  業  職  

（看護師）  

大  学  卒 265,100 円  ―  ―  

短大３卒 261,600 円  ―  ―  

 (注 )１  神奈川県の技能労務職は高校卒の額になります。  

   ２  平塚市の教育職は幼稚園教諭のみ。神奈川県の教育職は小・中学校の教育職になります。  

 

 (3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和７年４月１日現在）  

区     分 経験年数 10年  経験年数 20年  経験年数 25年  経験年数 30年  

一般行政職 
大  学  卒 283,969 円 367,754 円 395,463 円 420,476 円 
高  校  卒 250,700 円  －  －  －  

消  防  職 
大  学  卒  294,400 円  379,620 円  400,100 円  412,700 円  

高  校  卒  281,600 円  316,250 円 386,850 円  － 

技能労務職 
高  校  卒 ― ― ― ― 

中  学  卒 － 331,000 円  376,900 円  377,882 円 
 (注 )１  （－）部は該当する職員がいないところです。  
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３ 一般行政職の級別職員数等の状況  

 

(1) 一般行政職の級別職員数の状況（令和７年４月１日現在） 

区  分 標準的な職務内容 職員数 構成比 
１号給の  

給料月額  

最高号給の  

給料月額  

１  級  
主  事  補  

技  師  補  
60 人  5.7 ％   191,700円  258,600円  

２  級  
主   事  

技   師  
99 人  9.4 ％   204,400円  304,700円  

３  級  主   任  165 人  15.7 ％  258,400円  349,900円  

４  級  主   査  137 人  13.1 ％  261,900円  357,700円  

５  級  主   査  210 人  20.0 ％ 287,400円  394,900円  

６  級  主   管  148 人  14.1 ％ 309,400円  415,700円  

７  級  
課長代理  

課   長  
209 人  19.9 ％ 332,100円  433,300円  

８  級  部   長  20 人  1.9 ％  372,900円  475,000円  

 （注）１  平塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。  

    ２  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。  

     

 

 

 

 

１級

5.7%
１級

3.6%
１級

2.5%

２級

9.4%
２級

10.5%
２級

14.8%

３級

15.7%
３級

15.8%

３級

20.3%

４級

13.1%

４級

14.7%

４級

14.9%

５級

20.0%

５級

20.1%

５級

16.4%

６級

14.1%

６級

12.6%

６級

10.7%

７級

19.9%

７級

20.9%

７級

18.5%

８級

1.9%
８級

1.8%

８級

2.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和７年４月１日現在） 

 

 (3) 昇給への勤務成績の反映状況 

令和 7 年 4 月 2 日から令和 8 年 4 月 1 日  

までにおける運用  
管理職員  一般職員  

ア  人事評価を活用している  〇  〇  

 

活用している昇給区分  
昇給可能な

区分  

昇給実績が

ある区分  

昇給可能な

区分  

昇給実績が

ある区分  

上位、標準、下位の区分  〇   〇   

上位、標準の区分      

標準、下位の区分     〇  

標準の区分のみ（一律）   〇    

イ  人事評価を活用していない    

   活用予定時期    

 

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

＜作業＞

①

と同様に、当該地方公共

るようにしてください。

②各級の「代表的役職（最も人数が多い役職）」

（

※

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

国10級（特に重要課長）

（百円）

給

料

月

額

昇 給

令和７年４月１日時点

国９級（課長）

国８級（困難室長）

国７級（室長）

国６級（困難課長補佐）

国５級（課長補佐）

国４級（困難係長）

国３級（係長）

国２級（上級係員）

国１級（係員）

平塚市 （R７）

国家公務員 （R７)

市６級（主管）

市７級（課長代理）

市８級（部長）

市４級（主査）

市５級（主査）

市２級（主事）

市３級（主任）

市１級（主事補）

昇給  
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４ 職員の手当の状況  

  

(1) 期末手当・勤勉手当 (令和６年度実績) 

平 塚 市 神奈川県  国 

１人当たり平均支給額  

（令和 6年度実績）  1,841千円  

１人当たり平均支給額  

（令和 6年度実績）  1,867 千円  
― 

（令和 6年度支給割合）  

 期末手当    勤勉手当  

   2.5 月分    2.1 月分  

(1.4)月分    (1.0)月分  

（令和 6年度支給割合）  

 期末手当    勤勉手当  

   2.5 月分    2.1 月分  

  (1.4)月分    (1.0)月分 

（令和 6年度支給割合）  

 期末手当    勤勉手当  

   2.5 月分    2.1 月分  

 (1.4)月分     (1.0)月分 

（加算措置の状況）  

役職加算  5%～ 20% 

（加算措置の状況）  

役職加算     5%～ 20% 

管理職加算   10%～ 20% 

（加算措置の状況）  

役職加算    5%～ 20% 

管理職加算   10%～ 25% 

 （注）  ( )内は、再任用職員に係る支給割合です。  

 

○勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）  

令和 7 年度中における運用  管理職員  一般職員  

ア  人事評価を活用している  〇  〇  

 

活用している成績率  
支給可能な

成績率  

支給実績が

ある成績率  

支給可能な

成績率  

支給実績が

ある成績率  

上位、標準、下位の成績率  〇   〇   

上位、標準の成績率      

標準、下位の成績率      

標準の成績率のみ（一律）   〇   〇  

イ  人事評価を活用していない    

   活用予定時期    

 

 (2) 退職手当（令和６年度実績）  

平  塚  市  国  

（支給率）    自己都合    勧奨・定年  

勤続 20年    19.6695月分  24.586875月分  

勤続 25年    28.0395月分  33.27075 月分  

勤続 35年    39.7575月分  47.709   月分  

最高限度    47.709 月分  47.709   月分  

その他の加算措置  

(定年前早期退職特例措置  2～ 45%) 

(調整額 ) 

1人当たり平均支給額  4,224 千円  22,059 千円  

（支給率）    自己都合   勧奨・定年  

勤続 20年    19.6695月分  24.586875月分  

勤続 25年    28.0395月分  33.27075 月分  

勤続 35年    39.7575月分  47.709   月分  

最高限度    47.709 月分  47.709   月分  

その他の加算措置 
(定年前早期退職特例措置 2～ 45%) 

(調整額 ) 

 

 （注）  退職手当の１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員に支給した平均額です。  

     調整額とは職務、職責に応じ支給するものです。  

 

 (3) 地域手当（令和６年度実績） 

支給実績（令和６年度決算）  787,039 千円  

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）  427,739  円  

支給対象地域  支給率  支給対象職員数  国の制度（支給率）  

平塚市内全域  10 ％  1,840 人 10 ％  

  

 



- 9 - 

(4) 特殊勤務手当（令和６年度実績） 

支給実績（令和６年度決算）   18,779 千円  

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）      60,578 円  

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度）     16.4 ％  

手当の種類（手当数）     9 種類  

手当の名称  主な支給対象職員  主な支給対象業務  
支給実績  

(令和６年度決算) 

左 記 の 業 務 に 対 す る 

支 給 単 価 

差押執行手当  

規 則 で 定 め る 歳 入

の 差 押 執 行 に 従 事

する職員  

差押執行  3 千円  日額 250円  

有 害 毒 薬 物 取

扱手当  

有 害 毒 薬 物 取 扱 作

業に従事する職員  

塩素ボンベ交換、

防疫用薬剤散布等  
0 円  日額 300円、 350円  

社 会 福 祉 業 務

手当  

生 活 保 護 法 に 定 め

る現業を行う職員、

又 は そ の 監 督 を 行

う職員  

社会福祉業務  1,391 千円  月額 3,000円  

感染症接触手

当  

感染症患者、又は

その疑いのある者

の救護、収容、治

療、看護、消毒等

の処理作業に従事

した職員  

感染症患者の救護

等の業務  
0  千円  

1回につき 350円、ただ

し、新型コロナウイル

ス感染症にかかるもの

については、日額 3,000

円から 4,000円  

現 場 危 険 作 業

手当  

現 場 の 危 険 作 業 に

従事する職員  

防 犯 街 路 灯 の 交

換、アスファルト

舗装作業、土木特

殊作業車による作

業等  

1,150 千円  日額 300円から 550円  

災 害 等 出 動 手

当  

水震火災、救急等に

出動する職員  

救急車による救急

作業、潜水用具を

着用した潜水救助

作業等  

15,972 千円  

救急車による救急作業  

1回につき 300円、潜水  

救助作業１勤務中 400 

円、他１回 200円から  

510円  

高所作業手当  

地上 10ｍ以 上の 消

火、救助作業又は建

築 物 作 業 等 に 従 事

した職員  

地上 10ｍ以上の消

火、救助作業、又は

建築物等上での工

事等の検査、監督

立会い、又は作業

等  

75 千円  日額 200円  

深夜業務手当  

正 規 の 勤 務 時 間 に

よる勤務の一部、又

は 全 部 が 深 夜 に お

い て 行 わ れ る 業 務

に従事した職員  

環境事業センター

内の深夜業務  
0円  

1回の勤務につき 1,500 

円、ただし、勤務時間  

が 2時間未満の場合は  

750円  

災 害 応 急 作 業

等手当  

巡 回 監 視 、 応 急 作

業、災害対応業務に

従事した職員  

巡回監視、応急作

業、災害対応業務  
189 千円  日額 710円から 1,080円  

 

 (5) 時間外勤務手当  

支給実績（令和６年度決算）  620,199 千円  

職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算） 414 千円  

支給実績（令和５年度決算） 612,761 千円  

職員１人当たり平均支給年額（令和５年度決算） 407 千円  
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 (6) その他の手当（令和６年度実績）  

手  当  名 内容及び支給単価 国の制度  

との異同  

国の制度と  

異なる内容  

支給実績  

(令和６年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額  

(令和６年度決算) 

住居手当  29,000 円限度  異なる  28,000 円限度  299,728 千円  215,477 円  

通勤手当  

・交通機関利用者 

→実費相当額（ただし６

か月の定期代が原則） 

・交通用具利用者 

→距離により支給   

   31,600 円限度  

異なる  

・交通機関利用者 

→６ヶ月の定期代を割 

 り返す 

月額55,000 円限度 

・交通用具利用者 

→距離により支給 

31,600 円限度 

110,786 千円   75,364 円  

扶養手当  

・配偶者   7,800円  

・子  

配偶者以外の扶養

親族 2人まで  

11,300円 

 配偶者以外の扶養

親族 3人目以降  

  10,000円  

 配偶者のない職員

の扶養親族のうち 1

人    11,300円  

・父母等  

配偶者以外の扶養

親族 2人まで    

7,800円 

 配偶者以外の扶養

親族 3人目以降  

      6,500円  

 配偶者のない職員

の扶養親族のうち 1

人     7,800円  

異なる  

・配偶者 6,500円  

・子  

配偶者以外の扶

養親族 2人まで    

10,000円 

 配偶者以外の扶

養親族 3人目以

降    10,000円  

配偶者のない職

員の扶養親族の

うち 1人  

10,000円 

・父母等  

 配偶者以外の扶

養親族 2人まで    

6,500円 

 配偶者以外の扶

養親族 3人目以

降     6,500円  

 配偶者のない職

員の扶養親族の

うち 1人       

6,500円 

257,658 千円  277,949 円  

管理職手当  
職に応じて 

 70,000～100,000 円 
異なる  

職に応じて46,300円～

139,300円 
262,899 千円  849,214 円  

管理職特別

勤 務 手 当  
18,000 円限度  同  じ  

 
2,796 千円  24,527 円  

宿日直手当  8,000 円限度  異なる  4,400円限度 0 円  0 円  

休日勤務手当 
勤務１時間あたりの給料

額の135％ 
同  じ  

 
67,867 千円  130,013 円  

夜間勤務手当 
勤務１時間あたりの給料

額の25％  
同  じ  

 
14,900 千円  65,640 円  
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５ 特別職の報酬等の状況（令和７年４月１日現在） 
 

区      分 給   料   月   額   等  

給 

料 

  （参考）類似団体における最高／最低額  

市    長  

 

副  市  長 

1,021,000 円 

 

849,000 円 

  1,150,000 円／   720,300 円 

 

   936,000 円／   658,300 円 

議
員
報
酬 

議    長  

副  議  長  

議    員 

630,000 円  

553,000 円  

514,000 円 

   758,000 円／   531,000 円 

   708,000 円／   466,000 円 

   664,000 円／   439,000 円 

期
末
手
当 

市    長  

副  市  長  

 （令和6年度支給割合）  

      4.35 月分  

議    長  

副  議  長  

議    員 

 （令和6年度支給割合）  

      4.35 月分  

退
職
手
当 

市    長  

（算定方式）  

退職日の給料月額×在職月数×45/100  

 

副  市  長  

（算定方式）  

退職日の給料月額×在職月数×30/100  

 

（注）１  常勤の特別職には給料を、議員には議員報酬を支給することとされています。  
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６ 職員数の状況  

  

(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由  

（各年４月１日現在  単位：人）  

 

（注）１  職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣  

職員などを含み、パートタイム会計年度任用職員を除いています。  

２  〔  〕内は、短時間勤務職員であり、外数です。  

３  特別行政部門とは、教育、消防の部門で、公営企業等会計部門とは、病院、下水道等の部

門です。一般行政部門は、上記以外の部門です。  

４  【  】内は条例で定められた定数です。  

議 会 14 〔0〕 14 〔0〕 0 〔0〕

総 務 297 〔2〕 290 〔2〕 7 〔0〕

税 務 84 〔1〕 85 〔2〕 ▲1 〔▲1〕

労 働 1 〔0〕 1 〔0〕 0 〔0〕

農林水産 29 〔0〕 31 〔0〕 ▲2 〔0〕

商 工 23 〔0〕 24 〔0〕 ▲1 〔0〕

土 木 210 〔4〕 207 〔4〕 3 〔0〕

民 生 321 〔3〕 323 〔4〕 ▲2 〔▲1〕

衛 生 188 〔3〕 189 〔2〕 ▲1 〔1〕

小 計 1,167 〔13〕 1,164 〔14〕 3 〔▲1〕
（参考）人口１万人当たりの
　　　　職員数　46人

教 育 272 〔2〕 273 〔4〕 ▲1 〔▲2〕

消 防 267 〔4〕 268 〔3〕 ▲1 〔1〕

小 計 539 〔6〕 541 〔7〕 ▲2 〔▲1〕
（参考）人口１万人当たりの
　　　　職員数　21人

病 院 746 〔3〕 730 〔6〕 16 〔▲3〕

下 水 道 43 〔0〕 43 〔0〕 0 〔0〕

そ の 他 94 〔0〕 87 〔0〕 7 〔0〕

小 計 883 〔3〕 860 〔6〕 23 〔▲3〕

2,589 〔22〕 2,565 〔27〕

病院業務拡充に伴う増員

24 〔▲5〕
【2,775】 【2,775】

（参考）人口１万人当たりの
　　　　職員数　101人

公

営

企

業

等

会

計

部

門

合計

令和7年 令和6年

職員数 対前年
増減数

主な増減理由

一
般
行
政
部
門

特
別
行
政
部
門

マイナンバー業務の集約に伴う
減員、保育園給食調理業務の一
部民間委託に伴う減員、可燃ご
み・ペットボトル・プラクル収
集業務の一部委託による減員、
駅前周辺地区整備強化に伴う担
当編成による増員

市史篇さん担当の編成に伴う減
員、給食調理業務の担当再編成
及び一部民間委託による減員
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 (2) 年齢別職員構成の状況（令和７年４月１日現在）  

20 

歳  

未  

満 

20 24 28 32 36 40 44 48 52 56 60 

歳  

以  

上 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

23 27 31 35 39 43 47 51 55 59 

            

区  分  
20歳  

未満  

20歳  

～  
23歳  

24歳  

～  
27歳  

28歳  

～  
31歳  

32歳  

～  
35歳  

36歳  

～  
39歳  

40歳  

～  
43歳  

44歳  

～  
47歳  

48歳  

～  
51歳  

52歳  
～  

55歳  

56歳  

～  
59歳  

60歳  
 

以上  
計  

職員数  0   146 258 259 262 296 304 249 206 292 217 100 2,589 

 

 

(3) 職員数の推移 

                                         （単位：人） 

      年度  

部門別  
令和 2 年  令和 3 年  令和 4 年  令和 5 年  令和 6 年  令和 7 年  

過去５年間の  

増減数（率）  

一般行政  1,163 1,165 1,174 1,172 1,164 1,167 ▲4(▲0.3%)  

教   育  285 277 276 274 273 272 ▲13(4.6%)  

消   防  266 271 270 269 268 267 1(0.4%) 

普通会計計  1,714 1,713 1,720 1,715 1,705 1,706 ▲8(▲0.5%) 

公営企業等会計計  786 786 818 828 860 883  97(12.3%) 

総合計  2,500 2,499 2,538 2,543 2,565 2,589 89(3.6%) 

(注 )１  各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。  

        ２  上記には、企業職（市民病院職員）を含みます。  

 

 

 

 

 

 

0
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構成比

５年前の構成比

%
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７  公営企業職員の状況  

 

(1) 病院事業  

  ①  職員給与費の状況  

区分 

総費用  

 

        (Ａ ) 

純損益又は実

質収支 

職員給与費  

  

      (Ｂ ) 

総費用に占める  

職員給与費比率  

    (Ｂ／Ａ ) 

 (参考 ) 

令和５年度の総費用に

占める職員給与費比率 

令  和  

６年度  

千円  

17,458,653 

   千円  

▲ 639,204 

   千円  

8,908,608 

    ％  

51.0 

       ％  

51.1 

 

区分 
職員数  

(Ａ ) 

給   与   費 一人当たり給与費  

        (Ｂ／Ａ ) 給料  職員手当   期末・勤勉手当  計  (Ｂ ) 

令  和  

６年度 

人  

709 

千円  

3,123,982 

千 円

1,464,824 

千円  

1,247,415 

千円  

5,836,221 

千円  

8,232 

（注）１  職員手当には退職手当を含みません。  

   ２  職員数は、各年度の３月３１日現在の人数です。任期付短時間勤務職員等は含みません。  

   ３  給与費については、任期付短時間勤務職員等の給与費が含まれていますが、会計年度任用職

員は含みません。また、職員数には当該職員を含んでいません。  

 

  ②  職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和７年４月１日現在）  

区  分 平均年齢 基本給 平均月収額      

   平塚市病院事業（医師）  39.2 歳  547,074 円 1,390,776 円 

平塚市病院事業（医療技術職）   36.6 歳  340,012 円   545,388 円 

平塚市病院事業（看護師）   34.1 歳  326,759 円   523,512 円 

平塚市病院事業（事務職）   45.4 歳  406,663 円   686,300 円 

市町村平均病院事業（医師）    43.8 歳      576,481 円   1,429,309 円    

市町村平均病院事業（看護師）  42.0 歳     315,921 円   517,999 円 

市町村平均病院事業（事務職） 47.1 歳     335,568 円   526,889 円 

  （注）１  「基本給」とは、給料、扶養手当及び地域手当の合計額です。                                       

     ２  「平均月収額」には、期末・勤勉手当等を含みます。  

 

③  職員の手当の状況  

  ア  期末手当・勤勉手当 (令和６年度実績 ) 

平塚市病院事業 平塚市（一般行政職）  

１人当たり平均支給額  

（令和６年度実績）    1,759千円  

１人当たり平均支給額  

（令和６年度実績）    1,841千円  

（令和６年度支給割合）  

    期末手当     勤勉手当  

      2.5 月分     2.1 月分  

    (1.4)月分     (1.0)月分  

（令和６年度支給割合）  

    期末手当     勤勉手当  

     2.5 月分     2.1 月分  

     (1.4)月分     (1.0)月分 
（加算措置の状況）  

役職加算  5%～ 20% 

（加算措置の状況）  

役職加算  5%～ 20% 

 （注）  ( )内は、再任用職員に係る支給割合です。  

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況  

  人事評価は、昇給と同様、地方公務員法第２３条の２に基づき全職員に対して実施しています。  

  勤勉手当の成績率への反映は、平成２９年度から部長級、平成３０年度から課長・課長代理級、令

和２年度からその他の一般職員へと順次実施しています。  
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イ  退職手当（令和６年度実績）  

平塚市（病院事業）  平塚市（一般行政職）  

（支給率）    自己都合    勧奨・定年  

勤続 20年    19.6695月分  24.586875月分  

勤続 25年    28.0395月分  33.27075 月分  

勤続 35年    39.7575月分  47.709   月分  

最高限度    47.709 月分  47.709   月分  

その他の加算措置  

(定年前早期退職特例措置  2～ 45%) 

 (調整額 ) 

1人当たり平均支給額   1,106 千円  18,597千円  

（支給率）    自己都合    勧奨・定年  

勤続 20年    19.6695月分  24.586875月分  

勤続 25年    28.0395月分  33.27075 月分  

勤続 35年    39.7575月分  47.709   月分  

最高限度    47.709 月分  47.709   月分  

その他の加算措置  

(定年前早期退職特例措置  2～ 45%) 

 (調整額 ) 

1人当たり平均支給額   4,224 千円  22,059 千円 
 （注）  退職手当の１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員に支給した平均額です。  

     調整額とは職務、職責に応じ支給するものです。  

 

ウ  地域手当（令和６年度実績）  

支給実績（令和６年度決算）  324,050 千円     

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）  436,138  円     

支給対象地域  支給率  支給対象職員数  一般行政職の制度（支給率）  

平塚市（医師）  16 ％    122 人  
10 ％  

平塚市（医師以外）  10 ％    621 人  
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エ  特殊勤務手当（令和６年度実績）  

支給実績（令和６年度決算）  423,062 千円  

支給職員１人当たり平均支給年額（令和６年度決算）  671,504  円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（令和６年度）  79.7  ％ 

手当の種類（手当数）    11 種類  

手当の名称  主な支給対象職員  主な支給対象業務  
支給実績  

(令和6年度決算) 

左 記 の 業 務 に 対 す る 

支 給 単 価 

解剖手当  

死体の解剖、又はそ
の 介 助 作 業 に 従 事
した職員  

解剖業務  27千円  

医師１体10,000円、介
助 作 業 を し た 医 師 １
体 2,500円、その他の
職員１体1,500円  

感 染 症 対

応手当  

感染症患者、又はそ
の 疑 い の あ る 者 の
救護、収容、治療、
看護、消毒等の処理
作 業 に 従 事 し た 職
員  

感染症患者の救護
等の業務  

1千円  

感 染 症 の 予 防 及 び 感 染

症 の 患 者 に 対 す る 医 療

に関する法律 (平成 10年

法律第 114号 )第 6条に規

定する 1類感染症、2類感

染症、指定感染症及び新

感 染 症 の 所 見 が あ る 者

（以下「患者」という。）

又 は そ の 疑 い が あ る 者

の救護、収容、治療、看

護 、 検 査 若 し く は 消 毒

（ 以 下 「 治 療 等 」 と い

う。）又は病毒汚染物品

の 処 理 作 業 に 従 事 し た

病 院 職 員 に 対 し て 支 給  

(1)限られた空間におい

て、患者への濃厚な治療

等 に 従 事 し た 職 員  日

額 450円、(2)限られた空

間において、前号以外の

治 療 等 に 従 事 し た 職 員  

日 額 250円  (3)患 者 の

使 用 し た 病 毒 汚 染 物 品

の 処 理 作 業 に 従 事 し た

職員  日額 450円  

救 急 待 機

手当  

宿 日 直 又 は 日 直 勤
務 に 相 当 す る 待 機
勤務を行った職員  

緊急の手術等に備
え自宅等に待機す
る業務  

17,567千円  

麻 酔 医 師 1 回 25,000
円、その他の医師 1回
3,100円、医療技師、看
護師等1,600円  

深 夜 看 護

手当  

看 護 の た め 深 夜 勤

務に従事した職員  

深夜（午後 10時～

午前5時）において

行われる看護等の

業務  

159,708千円  

勤務が 3時間未満は助

産師等3,000円、看護補

助員2,000円  

3時間以上5時間未満は

助産師等4,500円、看護

補助員4,000円  

5時間以上は助産師等

9,000円、看護補助員

8,000円  
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手当の名称  主な支給対象職員  主な支給対象業務  
支給実績  

(令和6年度決算) 

左 記 の 業 務 に 対 す る 

支 給 単 価 

病 院 救 急

業務手当  

宿 日 直 勤 務 を 命 ぜ ら

れ、当該勤務中に救急

診 療 業 務 に 従 事 し た

職員  

救急診療業務  15,975 千円  

医師１当直 15,000円、医

療 技 師 ・ 薬 剤 師 １ 当 直

7,000円、看護師等１当

直 7,000円、半当直の場

合はそれぞれ 1/2 

病 院 救 急

業務手当  

救 急 車 で 搬 送 さ れ た

救 急 の 外 来 患 者 に 対

し て 最 初 に 診 療 を 行

った医師  

救 急 車 で 搬 送 さ れ

た 患 者 に 対 し て の

診療業務  

8,192 千円  １回 2,000円  
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手当の名称  主な支給対象職員  主な支給対象業務  
支給実績  

(令和6年度決算) 

左 記 の 業 務 に 対 す る 

支 給 単 価 

病 院 救 急

業務手当  

正 規 の 勤 務 時 間 外 及

び 職 員 の 休 日 に お い

て、救急の外来患者に

対 し て 入 院 の 指 示 を

行った医師  

救 急 の 外 来 患 者 に

対 し て 入 院 指 示 を

行う業務  

4,114千円  １回 2,000円  

正 規 の 勤 務 時 間 外 及

び 職 員 の 休 日 に お い

て、医師、助産師又は

看 護 師 か ら の 要 請 に

より、新生児に対して

最 初 に 診 療 を 行 っ た

小児科勤務の医師  

時 間 外 に お け る 新

生 児 に 対 し て の 診

療業務  

420千円  １回 12,000円  

正 規 の 勤 務 時 間 外 及

び 職 員 の 休 日 に お い

て、医師、助産師又は

看 護 師 か ら の 要 請 に

より、診療を行った新

生 児 に 対 し て 入 院 の

指 示 を 行 っ た 小 児 科

勤務の医師  

時 間 外 に 新 生 児 に

対 し て 入 院 指 示 を

行う業務  

0円  １回 2,000円  

救急車に同乗し、診療

業務に従事した医師  
診療業務  456千円  １回 3,000円  

救急車に同乗し、看護

業 務 に 従 事 し た 助 産

師又は看護師  

看護業務  128千円  １回 1,000円  

救 急 の 外 来 患 者 に 対

して、入院の受入れを

行った看護師  

救 急 の 外 来 患 者 に

対 し て 入 院 受 入 れ

を行う業務  

1,380千円  １回 500円  

分 べ ん 手

当  

分 べ ん 業 務 に 従 事 し

た職員  
分べん業務  11,461 千円  

診 療 時 間 中 に 主 と し て

分 べ ん 業 務 に 従 事 し た

医師１件 20,000円、診療

時 間 中 に 補 助 と し て 分

べ ん 業 務 に 従 事 し た 医

師１件 10,000円、診療時

間 中 に 分 べ ん 介 助 業 務

に 従 事 し た 助 産 師 １ 件

2,000円、診療時間外に

主 と し て 分 べ ん 業 務 に

従 事 し た 医 師 １ 件

30,000円、診療時間外に

補 助 と し て 分 べ ん 業 務

に 従 事 し た 医 師 １ 件

15,000円、診療時間外に

分 べ ん 介 助 業 務 に 従 事

した助産師１件 3,000円  
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手当の名称  主な支給対象職員  主な支給対象業務  
支給実績  

(令和5年度決算) 

左 記 の 業 務 に 対 す る 

支 給 単 価 

手 術 等 手

当  

主 と し て 手 術 等 を 行

っ た 医 師 及 び 当 該 医

師 を 主 と し て 補 助 し

た医師  

手術等業務  3,619 千円  

医師 10,000点以上Ⅰ主 1

回 8,000円 、 医 師 10,000

点 以 上 Ⅱ 主 1 回 16,000

円、医師 10,000点以上Ⅰ

主以外 1回 4,000円、医師

10,000点以上Ⅱ主以外 1

回 8,000円 、 医 師 10,000

点未満Ⅰ主 1回 4,000円、

医師 10,000点未満Ⅱ主 1

回 8,000円 、 医 師 10,000

点 未 満 Ⅰ 主 以 外 1 回

2,000円 、 医 師 10,000点

未 満 Ⅱ 主 以 外 1回 4,000

円、医師 5,000点以下Ⅰ

主 1 回 2,000 円 、 医 師

5,000 点 以 下 Ⅱ 主 1 回

4,000円、医師 5,000点以

下Ⅰ主以外 1回 1,000円、

医師 5,000点以下Ⅱ主以

外 1回 2,000円  

高 度 麻 酔

手当  

手 術 に 伴 い 高 度 な 麻

酔 を 行 っ た 麻 酔 科 勤

務の医師  

手術等業務  6,464 千円  

診 療 報 酬 の 算 定 方 法 別

表第 1第 2章第 11部第 1節

の区分番号 L008の  

第 1 項 ｲ  1 回 48,000 円 

第 1 項 ﾛ  1 回 36,000 円 

第 2 項 ｲ  1 回 32,000 円 

第 2項ﾛ又は第 3項ｲ  

1回 24,000円   

第 3項ﾛ又は第 4項ｲ  

1回 16,000円   

第 5項ｲ 1回 10,000円  

第 4項ﾛ 1回  2,000円  

緊 急 麻 酔

手当  

手 術 等 手 当 の 対 象 と

な る 手 術 等 に 伴 い 麻

酔 を 行 っ た 麻 酔 科 勤

務の医師  

手術等業務  530 千円  

麻酔管理時間が 4時間未

満 20,000円、4時間以上 8

時間未満 30,000円、 8時

間以上 40,000円  

急 性 期 医

療 対 応 手

当  

医師  診療業務  195,018千円  

勤務1日につき、 1時間

当たりの給与額に正規

の勤務時間を乗じて得

た額の25/100 

災 害 応 急

作業手当  

災 害 対 応 業 務 に 従

事した職員  
災害対応業務  0千円  勤務1日につき1,080円  
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オ  時間外勤務手当  

支給実績（令和６年度決算）  545,372 千円  

職員１人当たり平均支給年額 (令和６年度決算） 772 千円  

支給実績（令和５年度決算）  519,528 千円  

職員１人当たり平均支給年額 (令和５年度決算） 759 千円  

 

カ  その他の手当（令和６年度実績）  

手  当  名 内容及び支給単価 一般行政職の

制度との異同  

一般行政職の

制度と異なる

内容  

支給実績  

(令和6年度決算) 

支給職員１人当たり 

平均支給年額  

(令和6年度決算) 

初 任 給 

調整手当  

新たに医師として採用さ

れた者で月額113,700 円

を超えない範囲 

新たに看護師として採用

された者で月額11,300 円

を超えない範囲 

―  ― 183,039千 円  330,397円  

扶養手当  

・配偶者  7,800円  

・配偶者以外の扶養

親族  

（子） 2人まで  

11,300円 

（その他） 2人まで  

        7,800円  

（子） 3人目以降  

     10,000円  

（その他） 3人目以降  

      6,500円  

同  じ  ― 56,974千 円  268,622円  

住居手当  29,000 円限度  同  じ  ― 119,652千 円  215,979円  

通勤手当  

・交通機関利用者 

→実費相当額（ただし６

ヶ月の定期代が原則） 

・交通用具利用者 

→距離により支給   

   31,600 円限度  

同  じ  ― 42,272千 円  79,910円  

管理職手当  
職に応じて 

 70,000～160,000 円 
同  じ  ― 52,464千 円  989,887円  

管理職特別

勤 務 手 当 
18,000 円限度  同  じ  ― 17千 円  3,460円  

宿日直手当  21,000 円限度  同  じ  ― 17,610千 円  202,414円  

休日勤務手当 
勤務１時間あたりの給料

額の135％ 
同  じ  ― 10,905千 円  26,344円  

夜間勤務手当 
勤務１時間あたりの給料

額の25％  
同  じ  ― 68,425千 円  141,962円  

 

 


